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自然と共に生きる
「私たちは持続可能な開発目標
（SDGs）を支援しています」
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〇各活動に表示しているSDGsのアイコンは

　各活動のねらいの一部と共通するものに

　ひもづけています。

必
読



（1）成り立ち
昭和５４年の国連の国際児童年を記念して、南北を海に面する兵庫県の特性を生かし、瀬戸内海
国立公園内の家島諸島の西島に、自然の中で親と子が心身ともに健やかに育ち、すべての生命の
母である海と人が出会う場として、野外活動施設「兵庫県立母と子の島」が建設されました。
　開設以来２５年を経過した施設のリニューアルを機会に、「環境学習センター」等を新設し、「海
の環境学習の拠点」としての機能を強化しました。小・中学生、高校生、大学生の環境学習・自
然体験活動のフィールドとして、社会人の実践研修の場として、また幼児期から家族一緒に楽し
む施設として、平成１９年４月に現在の名称である「兵庫県立いえしま自然体験センター」と改
めました。

兵庫県

家島諸島

（１）位　置　　兵庫県姫路市家島町西島
　 　 　 　 　 　 　 　
（２）敷　地　　西　島（坊勢財産区より）　　　　　　１，００７，０２７　㎡
 　　　　　　　県有地　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ８，６８７　㎡
　　　　　　　 松　島（姫路市・宮財産区より） 　　　　３３２，４５５　㎡
                  　  計　　　　　　　　　　　　　　　　　１，３４８，１６９　㎡

【約１３５ha】
　　                               ※甲子園球場のグラウンド１０３個分の広さに相当

姫路港から約 18Km

姫路港

西島

松島

坊勢島

男鹿島
家島本島

兵庫県立いえしま自然体験センター

いえしま自然体験センターが管理

（2）教育目標
① 自然界のさまざまな生き物との関わりを通して、生命を大切にする心を育む
② 自然との触れ合いを通して、自然や自然の美しさに感動する素直で柔らかな心を養う
③ 仲間との活動などを通して、規範意識や他人を思いやる心、自己抑制力を身につける
④ 集団生活やグループ活動を通して、我慢する心（耐性）、自立心、協力する力を養う
⑤ 自然環境での活動を通して、健やかな身体と物事を着実にやり抜く意思・主体性を育む

A．施設の概要
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お電話にて空き状況を確認

〇ご予約方法

〇下見について

〇提出書類について

〇プログラムの制作について　詳細P7～ 9

いえしま自然体験センター
（079）327－1508/1509

お電話にて下見のご予約 下見打ち合わせ表提出 下見当日

確定日程をセンターに連絡仮予約 学校内で日程調整

1   2  3  4   5 6  7
8   9 10 11121314
15161718192021
222324252627
28293031

6 月

現地下見の実施をお勧めいたします。
当センター職員が施設内のご案内、プログラムの打ち合わせ、提出書類の確認をさせていただきます。

提出書類はセンターＨＰよりダウンロードできますので、提出期限までにご提出ください。

学校対応の担当職員がしっかりサポートいたしますのでお気軽にご相談ください。

〇諸経費の支払いについて

事前・当日・事後払いが可能です。また、先生・生徒・児童・カメラマン・指導補助員など詳細を分けて
精算書類の作成も可能です。学校事情に詳しい事務職員が柔軟に対応しますのでご安心ください。

下見打ち合わせ表

日時、人数、船便の時間を
ご連絡ください。
日によっては対応できない
場合がございますのでご了
承下さい。

ご案内がスムーズになる
ので現時点で分かる範囲で
お書きください。
ファックスにてご送付くだ
さい。

時間の関係で船着き場から
管理棟まで送り迎え可能で
すが、実施日のことを想定
して歩いてみることもお勧
めします。

日帰り入島料が
必要です。

WEBで「いえしま自然体験センター」と入力
「ダウンロード方法」

「学校申請書類一式を」
クリック☝
ダウンロード

郵送か FAXで
ご送付ください。

「学校利用を」
クリック☝

「こちらのページ」を
クリック☝

パスワード
「ieshima」と
ご入力ください。

名簿は個人情報に
なりますので、送付が
難しければ当日でもOK。

食事などのお申し込みもこちらでできます。

B．ご利用基本情報

(3)

※小学校は 2年前（年度で）/中学校は 1年前（年度で）



(4)

センター内の移動は基本的に徒歩移動となります。しんどい、邪魔くさいというお声をよく耳にしますが、
自分の荷物を持って自分の足で目的地に到達するということは自立心を育てたり、時にはしんどい子の荷
物を持ってあげて声を掛け合うことで協力する力を育てたり、達成感を味わったり、自然の中を歩くこと
のできる大切なプログラムと考えています。何もかもが便利になる世の中だからこそ、不便を体験させて
あげてください。是非、前向きに捉えていただけますと幸いです。

センターへは姫路港から船便を利用することになります。めったに船に乗る機会は無いと思いますので、
是非、乗船体験をお楽しみいただければ幸いです。
しかし、台風接近などで船が欠航になる場合が稀にございますので、そのことを頭に入れて計画を立てて
ください。天気予報が怪しければ、センターにお気軽にご相談ください。
定期船、チャーター船ともに必ず予約が必要です。定期船はセンターに予約。チャーター船は船会社へ直
接予約。

〇徒歩移動について

〇船便について　★詳細P18 ～ 20

〇チェックイン、チェックアウトについて

〇日帰り利用について　★利用料 P24

〇宿泊利用について　★平面図 P15　★利用料 P24　

センター内は

基本徒歩移動

もちろん
船着き場への
往復路も
徒歩移動

歩けない方は
車で送迎
いたします

団体共通利用
の資材のみ
運搬
いたします

時間がないので

日帰りの
学校様限定で
中央地区桟橋
発着OK！

14時～

Check in

10時

Check out

チェックインは

前日に宿泊者が

いなければ早く

することが可能

ご希望の学校様は事前にご連絡ください。

☜チェックインの際にシーツなどの寝具
をオリエンテーションルームでもらっ
てください。
チェックアウトの際に寝具の返却をお願
いします。

ですが、

ですが、

★詳細 P11

当施設の宿泊施設は、中央地区 10人用ロッジ、6人用ロッジ、7人用×5室の長屋タイプロッジ、野外活
動地区 8人用テント、4人用テントとなります。

日帰り利用の場合、１人につき入島料が必要です。

【ロッジ常備品】
冷蔵庫・マット・毛布・枕・安全蚊取り器・掃除機・ほうき・ちりとり・簡易ベッド（ABのみ）
茶器セット（児童、生徒の部屋は撤去）・扇風機（夏季）・ファンヒーター（冬季）・こたつ（冬季）
インターホン（事務所と繋がっています。緊急時のみ使用可）・非常灯（鍵に付属）

【Ａロッジ (10 人用 )】…７棟
○収容可能人員　最大 105人
1戸建てタイプ

４人用常設テント】…25張
○収容可能人員　最大 100人

【Ｂロッジ (６人用 )】…７棟
○収容可能人員　最大 49人
1戸建てタイプ

【Ｃロッジ (７人用 )】…15室
○収容可能人員　最大 120人
5部屋並びの長屋タイプ

【８人用常設テント】…７張
○収容可能人員　最大 56人

★宿泊の場合、別途
　シーツリネン費必要



朝7時30分

OPEN

夜21時 00分

消灯

先生の
お風呂は
２３時頃
までOK！

先生の
打ち合わせが
深夜に及ぶ
場合はご相談
ください

プログラムの
関係で21時を
超える場合は
ご相談ください

西島にはコンビニなどの商店はありません。センター内ではドリンク、クロワッサン、コメ、炭、オガラ
イト（燃料）など必要最小限の物しか販売していません。

〇販売品について

鍋、網、鉄板などの自炊の調理道具は無料で貸出ししています。お皿、お箸などの食器類は貸出ししてい
ませんのでご持参ください。

〇貸出備品について

〇装備について

〇片付け・清掃について

☆食堂、野外炊飯が選べます。　☆必ずお申し込み予約が必要です。　☆アレルギー対応が可能です。　

〇施設の利用時間について

〇食事について　★詳細P10

夜間は管理棟玄関のインターホンを押してください。宿直の職員が対応いたします。
炊飯場は朝早くからご利用いただいても大丈夫です。
センター提供プログラムの開始可能時刻は朝 9時以降でお願いします。

ですが、

片付け、清掃も大切なプログラムの一つです。来た時よりも美しくお互いに協力しあって『思いやりの
「バトン」を次の学校にお渡しください。宿泊研修の最終日には大掃除をお願いします。

【毎日の掃除】
　　●食堂→食堂利用後に各団体で行ってください。
　　　　　　掃き掃除、机の拭き掃除など。
　　●浴室→浴室を利用された団体は次の日の朝に清掃をしてください
　　　　　　いす・おけの整理・整頓、脱衣場の掃き掃除 (電気掃除機をかける )・拭き掃除など
【最終日の大掃除】
　　使用した場所を人数に応じて手分けして行ってください。人数が少ない場合は無理のない範囲で行
　　ってください。
※団体が複数の場合、団体間相互に分担の割り振りを決めてください。

無料貸出品を利用してなるべく荷物は少なく。
★自炊用具
　　鍋・包丁・まな板・ボール・ザル・タワシ類・鉄板・網・段付鍋・やかん・トングなど

★その他
　　竹竿（仕掛け・餌は購入か持参）・箱眼鏡（アクアスコープ）・スピーカー・マイク・CD デッキ・クラフト用具

　　（小刀・きり）工具（金槌・ペンチ・のこぎり等）・スコップ・移植ごて・フローティングベスト（海中探険ゾー

　　ンでの海中探険のみ）・本・天体望遠鏡・顕微鏡・双眼鏡など　※数に限りがございますのでご相談ください。

無料貸出
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個人装備

団体装備

生活・野外活動 自炊 海での活動
着替え・帽子・懐中電灯・軍手・
タオル・ティッシュ・水筒・雨具
（レインコート）など

自炊用食器（お皿・お箸など）
・米（センターでも購入可能）
など

海活動用の靴（運動靴でも良い・水着（濡れて
もいい服）（磯観察時は軍手・長袖長ズボンの
ラッシュガードなどの速乾性のよいものが最善。
長ズボンがなければハイソックスでなどで対応
しても怪我が軽減される。）

プログラムに必要な資材・洗濯干
し用ロープ・ぞうきん・蚊取り線
香・お茶の葉（給茶用）など

持込食材・調味料・マッチ・
うちわ・ふきん・新聞紙
など

※プログラム・活動方針によって異なりますが、参考として以下のような装備が考えられます。



〇火気について

〇釣り・採取について

〇水道水について

〇洗剤について

〇ゴミの処理について

〇施設の利用について

〇安全について　★詳細 P21 ～ 23

C．注意事項

☆火気の使用場所は野外炊飯場とキャンプファイヤー場のみとなっています。
☆マキや炭はエネルギー資源として無駄のないように使いましょう。
☆花火は禁止です。
☆野外炊事後の火はゴミステーション横の灰置き場のペール缶に入れて完全に消火してください。

☆周辺の海には漁業権が設定されています。ウニ・サザエ・アワビ・タコ・ナマコ・海藻はとらない
　でください。
☆砂浜・海中探検ゾーンでの釣り、突堤から砂浜に向かっての投げ釣りは危険ですので禁止します。
　突堤から沖に向かっての投げ釣りは可能です。
☆モリ・ヤスの使用は禁止です。

☆島で使う水は赤穂から海底送水管で送られてくる水道水ですので安全に利用できます。水も限られた
　資源ですので大切にお使いださい。

☆ボディソープ、シャンプー等はセンターで購入するか、各団体でご準備ください。食器、手洗いの洗
　剤は備え付けのものをご利用ください。海洋汚染を防ぐため、合成洗剤の使用を制限しています。

☆炊飯場横のゴミステーションに分別して捨ててください。燃えるもの・燃えないもの・プラスチック
　・ペットボトル・アルミ缶・スチール缶・瓶・段ボールなど
☆残飯などの生ごみは備え付けのバケツに入れてください。生ごみ処理機で肥料に変えています。

☆施設、設備及び備品は大勢の人が利用するものです。大切に扱ってください。

　万一、故意若しくは重過失により損傷した場合は損害賠償していただくことがあります。

☆ 利用後は会場 (場所 ) や設備、備品の整理整頓や清掃を丁寧に使用してください。

☆ 使い終えた備品は必ず元の場所に戻してください。

☆自然の中での活動はいくら対策を講じても、事故やケガ・病気のリスクをゼロにすることはできませ
　ん。しかし、リスクを軽減していくことは可能です。しっかり安全管理を行い、無理のない活動を
　心がけてください。
☆午前中はいい天気だったのに午後から急に風が強くなるなど、海の天気は急変することがあります。
　時には活動を中止することも大切です。天気が怪しい場合は必ずセンター職員に相談しながら
　安全第一で活動しましょう。
☆センター内には医師、看護師はいませんので、医療が必要な場合は坊勢島、家島本島、本土の病院へ
　行く必要があります。
　救急時のチャーター船代は学校利用に限り、1回の利用期間中の合計額 20,000 円を上限として当施
　設が負担いたします。上限を超えた場合は学校負担となります。
☆緊急の場合はセンター職員に至急ご連絡ください。センター職員も一緒に対応にあたります。
☆緊急の場合は姫路市の救急隊員が坊勢島より救急艇で駆け付けてくれます。なお、当センター中央地
　区芝生広場は「兵庫県南部ドクターヘリ臨時発着場」に指定されています。

(6)

ナイロン袋から
“出して、直接”



D．プログラムについて

・プログラムの進行、作成は学校側で行ってください。

〇プログラム制作のポイント

・目的を達成するためのプログラム制作を心がけてください。

・環境に配慮した活動を心がけてください。

・日程表の必須項目をご参考にしてください。

・「6W2H1S」

基本的にプログラムの進行、作成は各学校側で行っていただきますが、センター職員がサポートいたし
ます。何でもご相談ください。

センターのアクティビティにはそれぞれねらいが隠されています。全体の活動の目的を達成するための
手段としてアクティビティをご活用ください。

当センターは海の環境学習の拠点施設ということもあり、環境に配慮した取り組みやSDGsの取り
組みを行っています。是非、環境教育の視点も取り入れてください。

・Why（なぜ）：ミッション、ねらい、目的、コンセプト、到達目標、学習目標
・What（何を）：キャンプ、自然体験活動、冒険的活動、環境教育、福祉
・Who（誰が）：主催者、協力、共催、協賛、後援、指導者
・Whom（誰に）：対象者、人数、年齢、ニーズ、学習段階
・When（いつ）：日程、時間、期間、回数、頻度、時期
・Where（どこで）：場所、会場、集合・解散場所、交通手段、使用許可
・How　to（どのように）：スケジュール、予算、運営方法
・How　much（いくらで）：予算計画、参加費、補助金、人件費
・Safety（安全は）：安全管理、救急体制、緊急時体制

姫路港発

センター着　（徒歩移動約 20分）

入所式（センター側からは挨拶と

　オリエンテーションが 10分程度）

昼食

ロッジ入室・寝具引き渡し

プログラム

16時からセンターと打ち合わせ

入浴

夕食

プログラム（21時まで）

就寝

起床　朝の集い（任意）

掃除

朝食

プログラム

昼食

プログラム

16時からセンターと打ち合わせ

入浴

夕食

プログラム（21時まで）

就寝

起床　朝の集いなど（任意）

朝食

大掃除

プログラム

昼食

プログラム

退所式（センターから挨拶約 3分）

離島（徒歩移動約 20分）

初　日 中　日 最終日

午
前

午
後

夜

※荒天の場合はプログラムを入れ替えていただいても結構です。柔軟に対応いたします。

※雨プログラムの準備もお勧めします。

※入所式・退所式は必ず入れてください。どうしても時間が無い場合はご相談ください。

　進行は学校側でお願いします。

(7)



体験プログラム紹介

はセンター指導員がガイド（指導）します。 は一部ガイド（指導）可能。
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ヲヲ
ヤケ

島コ
ース

湾内
コー

ス

野外
活動

コー
ス★湾内コース︓沖に１km・1時間～
★ヲヲヤケ島コース︓往復約 3km・2時間～
★野外活動コース︓往復約 5km・3時間半～
　　　　　　　　　（弁当運搬可能）

①カヌー／クリアカヌー
２～４人乗りなので協力して漕がなければ真っ直ぐ進みません。
協力する力を育むことが出来ます。また、クリアカヌーは海中が
覗ける窓が着いているので観察にもご利用いただけます。
○２～４人乗り
〇子どもだけの場合 5年生以上
〇ノーマルカヌー︓16艇
〇クリアカヌー（底から海を覗ける）︓30艇

②カヤック
１人乗りなので自分の力しか頼れません。自立心を育むことが出
来ます。海を間近に感じられ、海の上を滑るように進むので海に
親しむことが出来ます。長距離を漕ぎ終わった後の達成感を感じ
ることができます。
○１人乗り
〇5年生以上
〇シーカヤック︓100艇 達成感を味わう︕

体力をつける︕

乗船体験を楽しむ︕

協力する力を養う︕

自主性を養う
︕

人生を学ぶ︕

海の環境体験︕

センター職員が指導・レスキューボートでサポートします。
安全面には細心の注意を払い実施いたします。

カヌーカヤックツーリングコース（団体利用のみ）

※ツーリングは団体プログラムとして実施します。事前申し込みと打ち合わせが必要です。
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③いかだ作り体験 ④地引き網体験

⑥磯観察

自分たちで竹とフロートをロープで組み合わ
せて作った筏に乗って海に出ます。作るとこ
ろから始めるので協力が大切になります。ま
た、ロープワークを学べます。
○７～１５人乗り

⑦海中探険
フローティングベストを着て、海の中を観察
します。ウニ・アメフラシ・ウミウシなど磯
観察とは違った生き物を観察できます。
○箱メガネ３０個程度貸出可能

⑤釣り
どんな魚が釣れるかな︖お魚さんと知恵比べ。
工夫を凝らし楽しい釣りをして、魚のことを
学びます。また、釣りを通して命の大切さを
考えます。食育プログラムとしてもご活用く
ださい。竹竿無料。仕掛けエサ持参。

砂浜に仕掛けた大きな地引き網を力を合わせ
て引きます。捕れた魚などは調理体験と組み
合わせるか、食堂で調理できます。美味しく
いただいてください。食育プログラムとして
もご活用ください。

自然の磯浜で海辺の生き物とふれ合うことが
出来ます。巻き貝・イソギンチャク・カニな
ど波打ち際の生き物を観察することが出来ま
す。

⑨ビーチコーミング
海岸に流れてきた漂着物を調査し、どんな物
が、どこから流れてきているかなど調査し、
海の環境について考えます。
○場所は野外活動地区の浜が適しています。

⑩クラフト
自然の材料を使ってクラフト作り。砂浜の貝
殻を使って作る貝殻クラフトが人気です。そ
の他、焼き板、竹のお箸作り、海藻アートな
どもご用意出来ます。
○絵手紙など持込みプログラムもＯＫ。

⑧野外炊事
野外炊事は協力する力、生きる力を育む大切
なプログラムです。釣りや地引き網で捕れた
魚を無駄なく調理することにより食から考え
る環境学習、命の大切さについても学ぶこと
が出来ます。

⑪環境学習授業
アサリの海水浄化実験など海の環境学習授業
を行えます。環境学習センターにはプロジェ
クターなどの設備がありますので持込授業も
行えます。タッチプールでは海の生き物と触
れ合えます。

夜の海観察 ハイキング 砂浜運動会 島めぐり

星空もきれい︕
オリエンテーリング
ポイントハイク形式もGood!

綱引きのロープ
貸し出しできます︕ 坊勢島

サバイバル生活体験

小規模校なら
１人用テント貸出可能︕

その他、広大なフィールドを生かしてオリジナルのプログラムを展開してください。



(10)

E．食事について

〇自炊か食堂

〇自炊について

当施設の食事は、完全予約制の食堂利用か自炊のいずれかのご利用になります。自炊の場合、下
記食材セット以外の持ち込み可能です。当センターの食堂は食材を吟味し、添加物の少ない・無
着色のものを使用し、すべて手作りの心身にやさしい食事を提供します。
手作りの為、食品アレルギー等にも柔軟に対応可能です。

※自炊食材のセットに「お米」は含まれておりません。
※お持ち込みになった食材等を保管するための共同冷蔵庫が食堂横に設置してあります。　　　　　　　　　　　　　　　
※注文販売も可能です。詳しくはお問い合わせください。

※アレルギーの変更食対応は、調査表にもとづいて行いますが、ショック症状をともなう激しい
　アレルギー反応がある場合、必ずセンターへご相談ください。センターで対応できない
　こともあります。
※食事数の変更は随時必ずご連絡ください。

■自炊食材のセッ ト 内容(見本)  1 人前 

①カレーセッ ト  

 

 

 

 

 

 

 

②焼きそばセッ ト  

 

③鉄板焼きセッ ト  

 

 

 

 

 

 

 

牛肉(ばら 肉)     (5 0 ｇ ) 

じ ゃがいも       (8 0 ｇ ) 

にんじ ん             (5 0 ｇ ) 

たまねぎ             (6 0 ｇ ) 

カレールー           (5 0 ｇ ) 

福神漬け             (2 0 ｇ ) 

サラ ダ油            (適量) 

豚肉      (5 0 ｇ ) 

キャ ベツ     (８ 0 ｇ ) 

にんじ ん     (1 ０ ｇ )  

ピーマン     (1 0 ｇ ) 

ねぎ        (5 ｇ ) 

そば       (1 玉) 

粉末ソ ース     (1 袋) 

牛脂       (１ 個)  

牛肉(ばら 肉)      (1 0 0 ｇ ) 

豚肉(ばら 肉)      (5 ０ ｇ ) 

ソ ーセージ       (1 本) 

キャ ベツ     (1 0 0 ｇ ) 

コ ーン       (１ 切れ)  

ピーマン       (半分)  

人参        (2 0 ｇ ) 

タ マネギ       (4 0 ｇ ) 

タ レ ・ 油等        (適量)  

④カート ンド ッ グセッ ト  

 

 

 

 

ホッ ト ド ッ グパン     (1 本) 

ソ ーセージ       (1 本) 

スティ ッ ク ケチャ ッ プ  (1本)  

キャ ベツ       (3 0 ｇ ) 

調理用牛乳パックは持参く ださい。  

⑤おにぎり セッ ト  

 

 

 

 

 

おにぎり      (２ 個)  

おかず      (１ 品)  

味付け海苔    (１ 袋)   

 

 



〇食堂の利用について
□時間
〇朝食　 7:30 ～ 8:30
○昼食　12:00 ～ 13:00
○夕食　18:00 ～ 19:00

※自炊食材のセットに「お米」は含まれておりません。
※お持ち込みになった食材等を保管するための共同冷蔵庫が食堂横に設置してあります。　　　　　　　　　　　　　　　
※注文販売も可能です。詳しくはお問い合わせください。

朝食（例） 昼食（例）

※シーツは袋状になっていますので、
　シーツの中に入ってご利用いただきます。
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□留意事項
〇上記の時間以外の食堂の利用 (レクリエーション・学年集会等 )は衛生管理上できません。
〇時間内に入室から退室までを済ませてください。
〇メニューは日替わりです。2週間前頃にお知らせすることが可能です。お問い合わせください。
〇持参弁当・夜食・間食は野外炊飯棟でお願いします。
○複数団体が一緒に食堂を利用する場合にはお互いに譲り合ってご利用ください。
○手荷物等は衛生上から持ち込めません。
○水着やぬれたままの服装、靴での食堂利用はお断りします。
〇昼食はお弁当にすることもできます。(※要事前連絡 )
○海洋体験活動により中央地区以外で食事をする場合は、弁当を配達することができます。
　配達時間は 11時 30分以降になります。

□食堂利用後の清掃
〇食堂利用後の清掃食堂を利用した団体は毎食後、食堂内の清掃活動をしてください。
○使用した机の上をふきんで拭いてください。（備え付けのものをご利用ください）
○食堂入口にある清掃道具箱の清掃道具を使い使用した場所の床を掃除します。
※ほうきで掃き、ゴミを拾う。泥や水などでぬれている場合はモップで拭きます。
※複数の団体が利用している場合、利用団体同士で話し合い、決めてください。

F．寝具について

〇貸出し寝具（1人 250円リネン費必要）
　シーツ、枕カバー、シュラフ（寝袋）の 3点

〇室内常備寝具
　敷きマット、毛布、枕

〇寝具の貸出し・返却場所はオリエンテーションルームにて行います。
〇次の利用者のために寝具を丁寧にたたむことによって、次に使う人へ
　「思いやりのバトン」を手渡してください。



G．入浴について
〇入浴時間 16:00 ～ 21:00
○複数の利用がある場合には、調整が必要です。
〇海洋プログラムのあとに利用可能です。
○大浴場を女性が、中浴場を男性が基本的に使用しますが、人数の割合によっては変更可能。　　　　
　※中浴場は浴槽が大きく、大人６～８人程度。シャワー７。ロッカー 32箇所。
　※大浴場は浴槽が小さく、大人３～４人程度。シャワー 15。ロッカー 24箇所。
○ボディソープ、シャンプー等はセンターで購入するか、各団体でご準備ください。
　海洋汚染を防ぐため、合成洗剤の使用を制限しています。
〇成分上使用が難しい場合はご相談の上ご持参ください。
○各校の指導者の方は、浴室でのマナー等をきちんと指導してください。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ミヨシ石鹸 

ht t ps://m i yosh i soap.co.j p/ 

中浴場(男性用)  大浴場(女性用)  

 

 

 

 

 

 

 

 

中浴場(男性用)脱衣場 大浴場(女性用)脱衣場 シャ ンプー・ リ ンス  
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お手伝い
可能です

タオル
の貸出

しはご
ざいま

せん。

各自ご
持参く

ださい
。

H．キャンプファイヤーについて
〇楽しく思い出深いキャンプファイヤーにするには安全の配慮も必要です。
　※火の取り扱いには十分気をつけてください。
　※強風・雨の場合は実施できません。
　※ファイヤー開始後でも風力が増すようであれば中止していただくことがあります。
　※マジックファイヤーのような点火方法は事前に実施可能か確認してください。
　※開始前に消火用バケツを準備してください。

日程表に日時を
ご記入ください

16時に食堂下
に準備します

ブッキングした場合

は江の浦地区も利用

灯油1L/ 組む薪 14本

焚き付け一輪車 1盛

各学校で薪を組
んでください

必ず火を完全に
消してください

片付けは次の日
の朝でもOK



I．センター全体図について
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①

②
③

④

⑤ ⑥⑦

⑧

⑨

①いえしま自然体験
　センター桟橋

③分岐点にある看板

⑤艇庫前から浜を望む

⑨創作活動地区の風景

⑥芝生広場を望む

⑦海中体験ゾーン

⑧野外活動地区の浜を望む

③分岐点

②バイオトイレ

④中央地区入口付近

③分岐点より中央地区を眼下に望む

小豆島

ヲヲヤケ島



J．中央地区全体図について

野外活動地区
船着き場へ
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環境学習センター ボランティアリーダー棟

Aロッジ（10人用）

Bロッジ（6人用）

海中探検ゾーン

炊飯場

シャワー棟・更衣室

食堂

食堂浴室

管理棟

Cロッジ（7人用長屋タイプ）

A、Bロッジ階段

艇庫

食堂内部



K．平面図について（1）
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Ｋ．平面図について（2）
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Ｋ．平面図について（3）
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Ｌ．船便について（1）

(18)

１  姫路港までの交通機関等 

○電車・ バス  

JR 姫路駅で下車 北口へ出て、 神姫バス①番乗り 場「 姫路港行き 」 約２ ０ 分 

山陽電車飾磨駅下車徒歩５ 分、 飾磨工業高校前から 神姫バス「 姫路港行き 」 約１ ０ 分 

（ 神姫バス「 姫路港行き 」 は２ ０ ～３ ０ 分間隔で運行し ています。）  

○車 

姫路バイパス「 中地ラ ンプ」 から 南へ約１ ０ 分。 姫路港周辺の駐車場（ 裏面記載） に駐車願

います。（ 車は「 いえし ま自然体験センタ ー」 に渡れません。）  

 

２  姫路港から の交通機関（ 連絡船）  

令和 2 年 4 月 1 日より  連絡船が変更になり まし た。  

「 いえし ま自然体験センタ ー～坊勢（ ぼう ぜ）」 間の連絡船は、 予約時のみの運行と なり ます。 

事前（ 遅く と も 前日の午前中） に「 いえし ま自然体験センタ ー」 まで乗船時間をご連絡く ださ

い。  

当施設より 船会社に船便の予約をし ます。乗り 遅れた場合等は改めてその旨をご連絡く ださ い。 

その他 連絡船に関するお問い合わせは船会社へお問い合わせく ださ い。  

※ 下記以外の時刻にも 姫路～坊勢島間は運行し ていますが、 いえし ま自然体験センタ ーま

で起こ し になる場合は下記の時刻になり ます。  

坊勢島にて乗り 換えになり ます。 ご注意く ださ い。  
ご不明な点は、 船員にお尋ねく ださ い。  

３  切符について  

   姫路港→坊勢島間は、『 坊勢輝汽船株式会社』・ 坊勢島→いえし ま自然体験センタ ー間は 

   『 輝観光』 が運行 

① 姫路港ポート センタ ービルの中にある坊勢輝汽船の券売機で坊勢島行きの切符を購入。  

② 隣にある輝観光の券売機でいえし ま自然体験センタ ー行の切符を購入。  

 

【 定期連絡船時刻表】  

坊勢輝汽船株式会社 本社（ 0 7 9 -2 3 4 -1 1 3 8 ） 坊勢営業所（ 0 7 9 －3 2 6 －0 1 6 0 ）   

※往路（ 姫路港→いえし ま自然体験センタ ー）   ※復路（ いえし ま自然体験センタ ー→姫路港 

便 姫路港発 坊 勢着 坊 勢発 桟 橋着  便 桟 橋発   ― 坊 勢発 姫 路着 

１   ７ ： ３ ０   ８ ： ０ ５   ８ ： １ ５   ８ ： ２ ０   １   ８ ： ３ ０    ―   ８ ： ５ ５   ９ ： ２ ７  

２  １ ０ ： ０ ５  １ ０ ： ４ ０  １ ０ ： ５ ０  １ １ ： ０ ０   ２  １ １ ： ３ ０    ―  １ １ ： ５ ０  １ ２ ： ２ ５  

３  １ １ ： ３ ５  １ ２ ： ０ ７  １ ２ ： １ ７  １ ２ ： ２ ７   ３  １ ３ ： ０ ０    ―  １ ３ ： ２ ５  １ ３ ： ５ ７  

４  １ ３ ： ０ ５  １ ３ ： ３ ７  １ ３ ： ４ ７  １ ３ ： ５ ７   ４  １ ４ ： ２ ０    ―  １ ４ ： ４ ４  １ ５ ： １ ６  

５  １ ４ ： ３ ０  １ ５ ： ０ ２  １ ５ ： １ ２  １ ５ ： １ ７   ５  １ ５ ： ３ ０    ―  １ ５ ： ５ ０  １ ６ ： ２ ２  

６  １ ６ ： ０ ５  １ ６ ： ４ ０  １ ６ ： ４ ５  １ ６ ： ５ ０   ６  １ ６ ： ５ ５    ―  １ ７ ： １ ５  １ ７ ： ５ ０  

※取り 消し 線部分は現在減便中です。  

 

【 船賃】  

区 分 片 道 往 復 備 考 

姫路港⇔坊勢島まで  

大 人（ 中学生以上）  

 

１ ， ０ ０ ０ 円 

 

２ ， ０ ０ ０ 円 

 

 

幼児は大人１ 人に対し て １ 人は無

料 

大人 1 人につき 1 人を超える同伴

未就学児（ 1 歳未満を除く ）  

小 人（ 小学生）  ５ ０ ０ 円 １ ， ０ ０ ０ 円 

坊勢島⇔いえし ま自然体験センタ ー  

大 人 

 

５ ０ ０ 円 

 

１ ， ０ ０ ０ 円 

小 人 ２ ５ ０ 円 ５ ０ ０ 円 

 



Ｌ．船便について（2）

※料金などについては坊勢輝汽船へお問い合わせく ださ い。  坊勢輝汽船 T E L（ 0 7 9 ） 2 3 4 -1 1 3 8  

 

※団体・ グループでお越し の際には姫路ポート センタ ー内の坊勢輝汽船の事務所にて団体券の購入

ができます。 団体料金の割引はございません。（ 注） 全員が同じ 船便に乗船するこ と が必要です。  

 

【 チャ ータ ー船利用】  

人数次第ではチャ ータ ー船利用の方がお得で便利です。詳細は下記船会社にお問い合わせく ださ い。 

坊勢渡船 (0 7 9 )3 2 6 -0 5 5 9  高福ラ イナー  (0 7 9 )3 2 5 -1 9 7 0  

輝観光 (0 7 9 )3 2 5 -0 4 4 4  坊勢輝汽船 (0 7 9 )2 3 4 -1 1 3 8  
姫路港以外から も 発着可能です。  

 

４  船便のご利用についての注意 

■手続き  
 ○船便の日時が決まり まし たら 、 センタ ーへご連絡く ださ い。  

 ○団体が使う 資材の船への持ち込む量は常識の範囲内でお願いし ます。  

■乗船及び下船 

○乗船時刻の２ 0 分前までに団体担当者は、利用する船会社の窓口にて受付し てく ださ い。 

道路渋滞や事故により 出港時間に間に合わないと 予想さ れる場合、 すみやかに定期船の

場合はセンタ ーへ、 チャ ータ ー船の場合は船会社へ連絡をし てく ださ い。 船会社と 確認

し た変更の内容をセンタ ーへお知ら せく ださ い。  

○参加者の乗船、 下船の安全について団体側が最大限の注意を払ってく ださ い。  

○団体資材の船への積み降ろし は、速やかに終えるよう に協力し てく ださ い。  

■センタ ー桟橋での待機について  

 ○センタ ー桟橋付近での集合、 待機は各団体が責任をも っ て安全管理を行っ てく ださ い。 

○センタ ー桟橋付近の海岸線で遊び、 靴などが汚れたまま船に乗船し て困る、 と いう 苦情 

が船会社から 寄せら れています。「 公共のマナー」 を各団体でも ご指導く ださ い。  

(19)



Ｌ．船便について（3）

(５ )姫路港付近の駐車関係略図 
 ○個人用乗用車を姫路港付近で駐車さ れる場合には、地図を参考にし て駐車し てく ださ い。 

○夏季の土日は付近駐車場が満車になるこ と も あり ます。 余裕をも っ てお越し く ださ い。 

(20)

坊
勢
輝
汽
船



Ｍ．安全について（1）
(１ )いえし ま自然体験センタ ー「 けが・ 病気・ 事故」 発生時の対応マニュ アル 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

当センタ ーは「 兵庫県南部ド ク タ ーヘリ 臨時発着場」 に指定さ れています。  

(利用者負担 )  

 

学校より 家族等に連絡の後 
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近隣医療施設から救急要請

近隣医療施設外での
受診が必要な場合

・発熱→アイスノンや熱さまシート貸出
・擦り傷などのケガ→水洗い後絆創膏・包帯
・軽度の火傷→冷水や氷で冷やす
・ケガ・病気・虫刺され・クラゲなどで
　薬品を使用する場合は学校側から保護者に
　確認後、引率の方が行ってください。
　センター側から薬品の使用はできません。

引率者が保護者に確認後、センターから



Ｍ．安全について（2）

(22)

(２ )救急医療関連 連絡先一覧 

会社／機関 名称 住所／診察時間 電話番号 

家島町 

医療機関 

 

※宿直医  

土日祝の  

宿直医は  

当番制で  

月ごと に  

変わり ます。  

※夜間診療  

が出来ない場

合があり ま

す。 その場合

は姫路市医療

機関へ救急艇

搬送と なり ま

す。  

ぼう ぜ医院 姫路市家島町坊勢7 0 2 -2 3 8  

【 診察時間】  

 9 :0 0 ～1 2 :0 0 ／1 5 :0 0 ～1 7 :0 0  

 ※受付は終了3 0 分前まで  

 ※木曜・ 土曜の午後、 祝祭日は休診 

0 7 9 -3 2 6 -0 2 5 3  

家島診療所 姫路市家島町宮2 1 6 9  

【 診察時間】  

 9 :0 0 ～1 2 :0 0 ／1 4 :0 0 ～1 7 :0 0  

 姫路市家島町宮2 1 6 9  

 ※受付は終了１ 時間前まで  

※土曜･祝祭日は休診 

0 7 9 -3 2 5 -0 4 8 5  

真浦ク リ ニッ ク  姫路市家島町真浦字片山2 3 7 9 -1  

【 診察時間】  

月～金曜日 

9 :0 0 ～1 2 :0 0 ／1 4 :3 0 ～1 7 :3 0  

土曜日 

9 :3 0 ～1 2 :0 0  

※木曜午後の第2 ･4 週は休診 

0 7 9 -3 2 5 -0 9 9 5  

受付 

7 :5 5 ～1 1 :4 5  

／1 3 :5 5 ～1 7 :1 5  

姫路市 

医療機関 

製鉄記念広畑病院 

※下記病院に移転  

姫路市広畑夢前3 -1  

※同場所に別の病院が開設する可能性あり  

0 7 9 -2 3 6 -1 0 3 8  

 

兵庫 県 立は り ま 姫 路

総合 医 療セ ン タ ー  

姫路市神屋町 3 丁目 2 6 4 番地  ５ 月１ 日から  

開院予定 

姫路医療センター 姫路市本町6 8  0 7 9 -2 2 5 -3 2 1 1  

姫路赤十字病院 姫路市下手野1 -2 1 -1  0 7 9 -2 9 4 -2 2 5 1  

神野病院 姫路市飾磨区下野田2 丁目5 3 3 -3  0 7 9 -2 3 5 -5 5 0 1  

姫路中央病院 姫路市飾磨区三宅2 -3 6  0 7 9 -2 3 5 -7 3 3 1  

ツカ ザキ記念病院 姫路市南車崎1 -5 -5  0 7 9 -2 9 4 -8 5 5 5  

入江病院 姫路市飾磨区英賀春日町2 丁目2 5 番地 0 7 9 -2 3 9 -3 1 2 1  

救急艇 消防  1 1 9  

チャ ータ ー

船会社 
坊勢渡船 姫路市家島町坊勢 0 7 9 -3 2 6 -0 5 5 9  

 

 【 渡船代】  

 坊勢島まで (片道)  家島本島まで(片道)  姫路(相生)港まで  

いえしま自然体験

センター桟橋から 
約￥３ ， ４ 0 ０ 円 約￥9 ， 0 ０ ０ 円 約￥2 0 ， 0 ０ ０ 円 

※上記の金額は、 料金目安です。 消費税別。 詳し く は各船会社にお問い合わせく ださ い。  

※2 2 時以降は割増料金と なり ます。 2 3 時以降は緊急な処置を必要と する場合のみ利用可能。  

※救急時のチャ ータ ー船代は学校利用に限り 、 １ 回の利用期間中の 

合計額２ ０ ， ０ ０ ０ 円を上限と し て当施設が負担いたし ます。 上限額を超えた場合

は学校負担と なり ます。  
 



Ｍ．安全について（3）

(３ )地震・ 津波発生時の避難マニュアル 

地震
じ し ん

・ 津波
つ な み

から身
み

を守る
ま も る

ために  

 

◇揺れ
ゆ れ

を感じ たら
か ん じ た ら

、 建物
たても の

の中
なか

やそばから 離れて
は な れ て

、 広い
ひ ろ い

所
ところ

へ避難
ひ な ん

し 、 芝生
し ば ふ

広場
ひ ろ ば

に集 合
しゅう ごう

し まし

ょ う 。  

◇地震
じ し ん

が発生
はっ せい

すると 「 いえし ま自然
し ぜ ん

体験
たいけん

センタ ー
せ ん た ー

」 全体
ぜんたい

に非常
ひじ ょ う

放送
ほう そう

を し ます。  

◇津波
つ な み

警報
けいほう

や注意報
ちゅう いほう

が発令
はつれい

さ れたと きは、 放送
ほう そう

をよ く 聞いて
き い て

 

下記
か き

の避難
ひ な ん

場所
ば し ょ

へ落ち着いて
お ち つ い て

避難
ひ な ん

し てく ださ い。  

 

現在地
げ ん ざ い ち

（ いまいると こ ろ ）  避難
ひ な ん

場所
ば し ょ

（ にげると こ ろ ）  地
ち

図上
ずじ ょ う

番号
ばんごう

 

中央
ちゅう おう

地区
ち く

（ ロッ ジ
ろ っ じ

地区
ち く

）  中央
ちゅう おう

管理棟
か ん り と う

の食堂
しょ く どう

 
 

野外
や が い

活動
かつどう

地区
ち く

（ テント 地区
ち く

）  避難
ひ な ん

管理棟
か ん り と う

  

創作
そう さ く

活動
かつどう

地区
ち く

 海辺
う み べ

の研究棟
けんきゅう と う

  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※当センタ ーでは地震・ 津波等の情報をキャ ッ チする警報装置システムを導入し ています。

大きな地震が発生し た場合、 緊急放送を行います。  

 ＊緊急の避難を要する場合 

日中： 緊急放送にて避難指示を行う と と も に、 職員が誘導いたし ます。  

夜間： 緊急放送を行う と 共に担当の先生のロッ ジに職員が伺い、 素早く 児童・ 生徒を起 

床さ せ避難誘導を行います。  

避難はセンタ ー職員の指示に従い、迅速に人数確認を行う と 共に安全確保にご協力く ださ い。 
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Ｎ．料金表について　※令和4年 4月 1日現在の学校利用の代金です。

(24)

施設利用料 平日 休日前
Aロッジ（10人用） ¥6,700 ¥8,400
Bロッジ（6人用） ¥4,200 ¥5,250
Cロッジ（7人用） ¥2,900 ¥3,650
4人用テント ¥800
8人用テント ¥1,700
日帰り ¥200

アクティビティ 1時間 半日 1日
カヤック ¥200 ¥400 ¥800
カヌー ¥800 ¥1,600 ¥3,200
クリアカヌー ¥1,000 ¥2,000 ¥4,000

キャンプファイヤー ¥5,000
地引網体験 ¥5,000
筏作り（1日/1艇） ¥2,000
あさり浄化実験 ¥500
磯観察 無料

貝殻クラフト ¥150
焼き板（2ｍ×15cm）1枚 ¥500

食事 料金 料金
朝食 ¥500 ¥350
昼食 ¥600 ¥400
夕食 ¥900 ¥600

¥800
¥200
¥250

品名 料金 料金
クロワッサン（1個） ¥100 オレンジジュース（パック200ｍｌ） ¥160
おにぎり ¥100 アップルジュース（パック200ｍｌ） ¥160
米（1合） ¥80 お茶（500ｍｌ） ¥160
ミネラルウォーター（500ｍｌ） ¥160 牛乳（パック200ｍｌ） ¥110
スポーツ飲料（500ｍｌ） ¥160

備品 料金
シーツリネン費 ¥250
シャンプー500ｍｌ ¥650
リンス500ｍｌ ¥650
ボディソープ500ｍｌ ¥550
オガライト13本 ¥1,500
オガライト5本 ¥600
オガライト1本 ¥130
炭3ｋｇ ¥600
蚊取り線香3巻 ¥100

※料金などは場合により変更することがあります。

品名

クラフト関係

カレーセット
焼きそばセット

鉄板焼きセット
バーベキューセット
カートンドッグセット

おにぎりセット

自炊セット（1人あたり)(お米はついていません）
セット名

薪（大）14本、薪（小）一輪車1盛＋灯油1L
最大2回（1回目不漁の場合）

備考
その他クラフト有り。要相談

希望サイズにカット可能（要相談）。

食堂利用（1人あたり）




